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四 年 制 大 卒 女 子 の 初 期 キ ャ リ ア

○ 小 杉 礼子 （日本 労 働研 究機 構 ）

　吉 本 圭
一 （放 送 教 育 開 発セ ン ター）

大 卒 女 子 の 労 働 をめ ぐる問題

　女子の 労働 力率は 、第一次石 油危機以降、

1975年 を底 に 上昇 し、 停滞 期 は ある もの の 、

上昇基調で 推移 して きた。年 齢階層 別に 見る

と、二 〇 代 前半 と四〇 代後半が70％ 以上 と高

くな り、三 〇 代前半 が 50％ 代 と低 くな る rM

字型曲線」 を描 い て い る が 、 こ の 構 造 も、全

体に上 昇す る形で変 化 して お り 、 特 に二 〇 代

後半の 上昇が 著 しい 。 同 時に、女子 雇用者の

勤続年数 も長期化 してお り、中断型の 選択を

残 しなが ら、女子の 長期勤続化は進 行 して き

た とい える。

　 一方、女子 労働者の 学歴別の 構成 は、中卒

者、高卒者 の 比率が低下 し、短大、四 年制大

卒者が一貫 して 増加 して い る。さらに、学歴

別の 長期 勤 続 状況 を、三 〇 代後半の 女子 雇用

者の 10年 以上勤続者比 率で み る と 、 明 らか に

学歴 の 高 い もの ほ ど長期勤続す る傾向が ある 。

労働の 世界 へ の 女子 の 進出は著 しく、最近の

傾 向と して は 、高学 歴化 と高学歴 者の 長期勤

続化が 指摘で きる。

　 とこ ろが、昨 今の 就職 事情に 見るよ うに、

い っ たん景気が 後退す れば企 業の 採 用抑 制は

女子 に 集中する。こ う した企 業の 男子選好 は、

女子の 早期離職 率の 高 さに よ っ て説 明 される

こ とが 多い が 、 実際 、 入 職 3 年 目まで の離職

率で 比較す れば 、 大卒女子 の それ は男子 の 2

倍 に も達 してい る。

　勤続年数が 延 びて い るとは い え、 男子の そ

れ と比 べ れ ば 大 きな差が あ り、 企業内で の 職

場経験 （OJT ） が 職業能力の 伸張 に っ なが

る わが 国 の 企 業組織で 、大 卒女子 を基幹的労

働力 に カウ ン トするの は 、 企業 として か な り

の リス クを伴う こ とに なろ う。　「総 合職」 タ

イプの 女子採用はこ う した統計的差別か ら躊

躇 され る 。

　
一

方 、 短 期 雇用 を暗黙の 前提 と し、一
定 レ

ベ ル の 職業 能力の 発揮 を期待され て きた 「一

般職」 タイプの 女子労働力は 、 合理 化 と在職

者の 勤続年 数の 長期化 によ り、 新規の 需要 は

激減 した 。 　「一般職」 タイプの 需要 は、景 気

が 回復期 に入 っ て も、 大幅な増加は 見込め ま

い 。

　 それで は、大卒女子 はもはや労働力 と して

期待 されない の か とい うと 、 わが国 の労働 力

の 構造か らすれ ば 、 全 く逆で ある 。 高齢化 し

た 社会で は 、 性別 を越えて 、よ り労働能力 の

あ る者が、よ り高い 職業能力を発揮する こ と

が求め られ るとい えよ う e

　 大卒女子 の労働 をめ ぐるこの ア ン ビバ レ ン

トな状況を ど う乗 り越えて い くか は 、企 業 の

採用 ・ 雇用管理の 責任を問 うばか りで な く、

職業的 な能力や意欲を どう開発 して い くか と

い う点 で、教 育 に も問わ れ る問題 で あ ろ う。

　 こ うした 問題を解 く糸口 の
一

っ は 、大卒女

子が現 実に 、 どの よ うな 職場で 、どう した 職

務 に つ き、 ど うい う職 業能力を発揮 ・形成 し

て い るの か、そ して、どうい う者が離職 し非

労働力化 してい くの かを つ ぶ さに見て い くこ

とか ら得 られ よ う。 こ こで は 、 日本労働研究

機 構に 設け られ た 「大卒就 職研究会」　（主 査

・吉本圭
一 ・放送教育開発セ ン タ

ー助 教授）

が 行 っ た卒業 10 年 目まで の 大卒者 を対象に

したキ ャ リア調査の 結果
t）

か ら、 若 干 の 分析

を試み た い 。
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初 職と そ の 後の 就業状 況

　 4 大 卒女子 の 大半 は卒業後就業 して い る。

就業経験の ない 者 は調 査対象者 の 2％にすぎず、

大卒女 子 に と っ て就業 はもは や 当然の 選択 と

な っ て い る 。 ただ し、 卒業後の 年数を経る ほ

ど無業 に なる比率は高 ま り、 卒業 10年 目で は

「主 に仕 事」 の 有業 者 は 55％、「主 に家事」 だ

が 仕事 も持 っ てい る者 を含めて も、60％で あ る。

40Xは 非労 働力化 した とい っ て よい 。

　 学部 卒業 時 の就 職先 は、民間 企 業 55％、教 員

が 26％、公 務員が 7敗 その 他の 就業や進学等 の

非就職 が 12％で あ っ た 。　 （教員養成 学部 に若 干

比 重を置い た サ ン プル とした た め 、 教 員就職

の 比率 は 高め である） 。 卒業 10年 目の 就業 率

は 初職 によ っ て 大き く異 な り、教 員74％，公 務

員71％に対 し、民間企業で は 43％と大幅 に低 い 。

さらに い えば、83年卒 の 民間企業就職 者の う

ち、92年 まで 勤続 した 者は 18％k転職 して 違 う

職場に い る 者が 25％、非労働力化 した者が 57％

と離職 ・転職者は多 い 。近年、大卒 女子 の 就

職先は教 員や 公 務か ら、次第に 民 間企 業に広

が っ て きたが、民間 企 業の 雇用 の 質が 比較的

早 くか ら大卒女子 が進 出 して い た教員 ・公 務

と は異 な る こ とが 推測 され る 。

　 また 、就業継続状況 は出身学部 に よ る違い

も大 きい 。教員養成 系で 教員に なる 者 が 多い

こ とか ら就業率が高 い の は 当然 とい え るが 、

民間企 業就職者に絞 っ て も、 工 学 部出身者で

は非労働 力化す るもの が 少な く 、 また 1企業

に定着す る者 も非常 に 多い 。

一
方 、 家政 系で

非労働 力化す る者が 多 く、また、教 員養成 系

で は民間企 業 に 就職すれば定着率が著 しく低

い 。大学教育 と就業後 に必 要 とされ る職業能

力の 関 係 の 度合 いが 就業継続状況 に反映 され

る 面 が あ ろう。

家族形態と就業

　就業 の 有 無 は 家族 状況 に よ っ て異 な る 。 卒

業後年 数 を経 る ほζに、婚姻、出産に よ っ て

・家族 ・ 世帯 の 状況は 変わ っ て い くが 、卒業 le

年 目で は、未婚 の 単 身世帯が 6X、未婚の 親元

同居が 6X、 夫婦 の み 世 帯が 13％， 子 どもの い る

核家族が 40％、3 世代同居 世帯が 16％に な っ て

い る 。 もちろん 、 未婚世帯 では就業率が 高 く、

既婚で 下が り、核家族で も っ とも就業率が低

くな り、 3世代 同居で また就業率は高 まる 。

　 就業状況 から見れ ば、無業 に な っ た者で は

核家族が 50Xr3 世代 同居 13％、夫 婦 の み 13％で 、

未婚の 者はわず かで ある 。

一方 、民 間 企 業に

就業 し続 けて い る者 で は 、 核家 族や 3 世 代同

居は （15％、　6％）と少な く 、 多 くが 未婚 か夫婦の

み世帯 である 。 ただ し、 公 務員や教 員の定 着

者では核家 族が 30％、 3 世代同居 が 20％ と子 ど

もが い る者 が半 数を 占める。無業か有業 かは ．

家族状 況の 影響 が大 きいが 、また就業 先が規

定する部分 も大 きい 。

離職 ・転職 の 要 因 分 析

　 さ らに 、 大卒 女子 の 就業 の 有 無 、 定着
一
転職

の 状況 に つ い て 、林 の 数量 化理 論 H 類 に よ る

分析を試み た 。 初職の 就職先の 諸要因 （産業、

規模 、 職業 、
コ ース 別 、 待遇 、 入職経路等） 、

出身大学 ・学部 、 本人の 職業観 、 地 域 、 世帯

状況 、 卒業年の 要因の うち 、 就業の 有無 に つ

い て は 、 世帯状況の 規定力が も っ とも大 き く、

つ い で 本人の職業観 、 出身大学 ・学部
’
の規 定

力 が大 きか っ た 。 また、就業者の 定着一転職 状

況 にっ い て は、卒業年 、初職の 規模、入職経
’

路 の順 に規 定力が大 きか っ た 。

　 （注）　 　　　　 　　　　 　　　　 tt

D 全国 35大学 、 63学部の 1983年3月〜92年3

月 まで の 卒業生 55，997人 を対象 に、1992年 12

月〜93年3月 に郵送 によ り行 っ た 調査 。 有効回

答は 、 20，335 （回収率 36．3％ ）。 うち女子 有

効 回答者数 は 　7，054。
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